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Abstract In order to make clear the interspecific relationship between Parnassius glacialis 
and P. hoenei, the authors carried out food test, feld survey on number of specimens in a mixed 
habitat, the second copulation after removing sphragis of the first copulation, and the hybridi- 
zation of opposite combination of the previous paper. 
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は じ め に 


筆者 ら は これ まで , ウス バシ ロ チ ョ ウ と ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の 関係 を 明らか に する た め , 種 間 交配 , 
混 棲 地 で の 個体 数 比率 の 調査 , 自然 雑種 と 雑種 第 1 代 (F,」) の 交尾 器 の 比較 な ど を お こ な っ て きた ( 北 
原 ・ 川 田 , 1987 : 北原 , 1990 : 北原 ・ 川 田 , 1991) が , まだ まだ 数 多く の 不明 な 点 が ある . 例え ば , 雑 
種 第 1 代 の 食性 や 混 棲 地 で の 個体 数 比率 の 推移 な ど , 細か いな か が ら 重 要 な 問題 が 未 解明 な まま で ある . 
また 近年 , 長谷 川 (1989) は , 関東 地方 に お いて ウス バシ ロ チ ョ ウッ 〆 が 既 変 尾 〒 キ の 変 尾 裏 を は が し 交尾 
に 至る こと を 観察 し し ウス バシ ロ チ ョ ウキ の 再 交 尾 問題 を 提起 し た . 残念 な が ら , この 交尾 に よっ て 真 
に 精子 の 授受 が 行なわ れ た か 否 か に つい て は 不明 な まま で あり , 再 交 尾 の 割合 に つい て の 野外 調査 と と 
も に , 精子 の 授受 に つい て の 実験 の 必要 性 が で て きた . そこ で , これ ら の 問題 の 解決 の た め に , ウス バ 
シロ チョ ウ , ヒメ ウス ババ シロチョウ , F, の 食性 試験 , 混 棲 地 で の 個体 数 比率 調査 , 再 交尾 試験 , これ ま 
で と は 逆 の 組合 せ の 交雑 を 行なっ た . また , これ まで に 得 ら ちら れ た いく つか の 知見 に つい て の 追試 も 行 
な っ た . 試験 お よび 調査 は は な は だ 断片 的 で は ある が , いく つか の 重要 な 知見 が 得 ら れ た の で 報告 する . 


食性 試験 


北海 道内 に お ける 両 種 の 食 草 に つい て は , 川副 ・ 若 林 (1976) や 福田 ほか (1982) の 図鑑 で は , ウス ベ シ 
ロロ チョ ウ が ムラ サキ ケ マ ン と エゾ エン ゴ サ ク , ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウ が エゾ エン ゴ サ ク と エゾ キ ケ マ ン 
( 図 1) と され て いる . し か し , エゾ キ ケ マ ン に つい て は , 館山 ・ 小 野 (1958) が ヒメ ウゥ ウスバ シロ チョ ウッ 
の 幼虫 が 摂 食し て いる の を 目撃 し た と 報告 し て いる ほか は 明確 な 出典 が な い . その た め 猪 又 (1990) 
は , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 食 草 か ら エ ゾ キ ケ マ ン を 除外 し て いる . 確か に , ヒメ ウス ババ シロチョウ , 
ウス ババ シロチョウ と も エゾ キ ケ マ ン を 終 齢 幼虫 に 与え れ ば 好 ん で 食べ る が , 全 幼 虫 期 を エゾ ブ キ ケ マン だ 
け で 成育 で きる か どう か に つい て は 不明 な まま で ある . また F, に つい て は エゾ エン ゴ サ ク で 全 幼 虫 期 
が 成育 で きる が , ムラ サキ ケ マ ン と エゾ キ ケ マ ン に つい て は 明らか と な っ て いな い . そこ で 食性 試験 と 
し て , 両 種 お よび F, の 笛 化 直後 の 幼虫 た に, ムラ サキ ケ マ ン , エゾ エン ゴ サ ク , エゾ キ ケ マ ン を 与え 全 
幼虫 期 を 飼育 し て みた . 飼育 条件 は , 植木 鉢 に 各 草 種 を 植 栽 し 屋外 で 袋 が けし て 行なっ た . 飼育 に 供し 
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図 1 エゾ キ ケ ッ マン (1992 May 20, 札幌 市 入 剣 山 ). 
図 2. 全 幼 虫 期 を ヘラ サキ ケ ャ ン で 成育 し た F, 幼虫 (1991 May 1, 飼育 ). 


























表 1 食性 試験 の 結果 








ムラ サキ ケ マ ン ェ エゾ エン ゴ サ ク ェ ゾ キ ケ マ ン 
ウス バン シロ チョ ウ 〇 〇 Xx 
ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ ※ 〇 X 
F; 〇 QO X 

















注 ) 〇 全 幼 虫 を 飼育 で きる も の , X 与え れ ば 食す る が 全 幼 虫 期 を 飼育 で き な い も の . 
F, は ウス バシ ロ チ ョ ウメ ヒメ ウス バシ ロ r ロ チョウ? の 組合 せ に よ ょ る 雑種 第 1 代 . 


た 幼虫 数 は , ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , F」 の 3 者 と 3 草 種 の 合計 9 組 の 各 鉢 に 10 頭 
ずつ と し た 。, 


表 1 に 食性 試験 の 結果 を 示す . 表 に 示し た よう に , ウス バシ ロ チ ョ ウ は ムラ サキ ケ マ ン と エゾ エン ゴ サ 
ク , ヒメ ウス ババ シロチョウ は エゾ エン ゴ サ ク の み ,F」 は ムラ サキ ケ マ ン と エゾ エン ゴ サ ク で それ ぞ れ 人生 
幼虫 期 を 飼育 で きた . すなわち , F,」 は ウス バシ ロ チ ョ ウ と 同じ 食性 を 示し , ムラ サキ ケ マ ン で 極め て 良 
好 な 成育 を 示し た ( 図 2) . 一 方 , 3 者 と も エゾ キ ケ マ ィ ン を 1 齢 時 に 少し 振 食 し た が , F」 の 1 頭 を 除い て 
成長 せ ず に 約 10 日 後に すべ て 死亡 し た . F, の 1 頭 は , 2 齢 まで 達し た が 成長 は 非常 に 遅く , 通常 な ら 
約 1 ヵ 月 あま り で 遇 化 た 至る と ころ を , 約 1 ヵ 月 か か り 2 齢 に な っ た 後に 死亡 し た . エゾ エン ゴ サ ク で 
飼育 し た 3 者 の 終 齢 幼 叱 に エゾ キ ケ マ ン を 与え る と 非常 に よく 摂 食す る が , この 試験 で 3 者 と も エゾ キ 
ケ マ ン で は 全 幼 虫 期 を 成育 で き な い こと が わか っ た . 








個体 数 比率 調査 


混 棲 地 で の ウス バン シロ チョ ウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , 自然 雑種 (=F」) の 個体 数 比率 の 推移 あみ る た 
め に , 前 報 (北原 ・ 川 田 , 1987) で 述べ た 穂 別 町 栄 A 地点 と 栄 C 地 点 に お いて 個体 数 比率 の 調査 を 行 
な っ た . 両 地点 と も , 6 年 前 の 1986 年 に 調査 し た 場所 で , 標高 80-100 m の 伐採 跡地 や 林道 沿い の 空き 
地 で ある . 調査 方 法 は , 成虫 の 発生 最盛 期 の 1992 年 6 月 25 日 に ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス バシ ョ ロ 
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表 2 穂 別 町 栄 A で の 個体 数 比率 の 調査 結果 
の 計 (%) 1986 年 の 調査 結果 (%) 
ウス バン シロ チョ ウ 18 3 21 (31.3) 56 (30.9) 
ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ 26 3 29 (43.3) 87 (48.1) 
自然 雑種 15 2 17 (25.4) 38 (21.0) 











注 ) 調査 日 は 1992 年 6 月 25 日 


表 3 穂 別 町 栄 C で の 個体 数 比率 の 調査 結果 








の 了 計 () 1986 年 の 調査 結果 (%) 
ウゥ ウスバ シロ チョ ウ 22 1 23 (88.5) 49 (77.8) 
ヒメ ウス バン シン ロ チ ョ ウ 0 0 0 ( 0.0) 8 (12.7) 
自然 雑種 3 0 3 (11.5) 6 ( 9.5) 








注 ) 調査 日 は 1992 年 6 月 25 日 





チョ ツウ , 自然 雑種 を 見 つけ し だ い 採 集 し 個体 数 を 調べ た . 


今回 1992 年 の 調査 結果 と 北原 ・ 川 田 (1987) の 報告 し た 1986 年 の 調査 結果 を , 表 2 と 表 3 に 示す . 表 
2, 3 に 示し た よう に , ウス バシ ロロ チョウ, ヒメ ウス ババ シロチョウ ツウ , F」 の 個体 数 比率 は 1986 年 と 1992 年 
で ほとん と 同じ こ に なっ て いる . すなわち , この 6 年間 で 個体 数 比率 が 変化 し て いな いこ と に な りう», 北原 ・ 
川田 (1991) の 個体 数 比率 の 変化 を 推定 し た 結果 と 異な る . この 違い は , 推定 が 系 へ の 出入 り を 無し と 
仮定 し て いる の に 対し , 実際 の 混 棲 地 で は 出入 り が か な り 激 し いこ と に よる た め と 考え られ , 常に 混 棲 
の 初期 状態 に 近い 状態 が 維持 され て いる も の と 推定 され る . た だ し , 両 地点 と も 全体 の 個体 数 は 減少 し 
て いる よう で ある . この 原因 は , ウス バシ ロ チ ョ ウ と ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ が 混 棲 に より 生 将 能力 の な 
い 自 然 雑 種 を 多数 発生 さき せ た た めか も し れ な い . 





再 交尾 試験 


ウス バシ ロ チ ョ ウイ に ヒメ ウス ババ シロチョウ の や ウス バシ ロ チ ョ ウ の を 変 配 さ せ , 次 に その 交尾 裏 を 人 
工 的 に 除去 し , 他 の を 交配 させ る と いう よう な 再 交尾 試験 を 行なっ た , 試験 は 以下 の よう に 4 通り で 
行なっ た . 各 Case と も 供 試 し た 和子 数 は 1 頭 で あ る . 


Case1: ウス バシ ロ チ ョ ウメ ヒメ ウス バシ ロ ョ チョ ウ ア メッ ウッ ウスバ シロ チョ ウ 
Case2: ウス バシ チョ ウ 衝 XEF, の メッ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 

Case3: ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウキ lxXF」 の アプ アメ ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウ の 

Case4: ヒメ ウス ババ シロチョウ キメ ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の ヴ X※ ベ Fi」 の 


ウス バシ ロ チ ョ ウキ は 容易 に ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の と 交配 で き , F,」 は 極め て 順調 に 成育 する (北原 ・ 
川田 , 1987) が 生殖 能力 は な い (北原 ・ 川 田 , 1991) . そこ で 上 記 の 再 交 尾 試験 に お いて , も し 第 1 番目 
の の @ (以下 , 第 1〆) の 作っ た 交尾 裏 を 単に 除 示 する だ け で 第 2 の を 交尾 させ た 場合 , 第 2 の の 精子 の 
受渡 し が 可能 で ある な らい ば , 例え ば Case 1 で は 子 に F,」 と ウス バシ ロ チ ョ ッ が 混ざっ て で て くる は ず 
で ある . 逆 に , 第 2 の は 交尾 で き て も , r の 生殖 口 が 第 1 の の 交尾 栓 等 で 察 が れ て いる な ら ば , Case 1 
で は 子 に F」 し か 生れ て こと こない は ず で ある . 同様 に , Case 2 と 3 で は , 生 妊 能力 の な い F, を 最初 に 交尾 
させ て いる の で , 交尾 栓 が 有効 な ら ば 子 は 生ま れ な い は ず で ある . 


再 交尾 試験 の 結果 を 表 4 と 表 5 に 示す . 表 4 の 全 産 卵 数 に 対す る 幼虫 体形 成 数 を 見 る と , Case 2 と 
Case 3 で は その 割合 が 低く , 特に Case 2 で は 1/3 が 非 受精 卵 と な っ て いた . この 原因 は , Case 2 と 
Case 3 の 第 1 の が 妊 性 の な い F」 で ある た め と 考え られ る . 一 方 , 第 1 の も 第 2 の も 妊 性 が ある Case 1 
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表 4 再 交尾 試験 の 結果 (受精 卵 数 ) 
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Case 1 Case 2 Case 3 Case 4 
全 産 卵 数 46 30 30 14 
受精 卵 数 * 42 20 24 13 
非 受精 卵 数 ** 4 10 6 1 
受精 卵 数 と は 遇 化 数 と 卵 内 で 1 齢 幼虫 が 形成 され て いた 卵 数 の 合計 
** 非 受精 卵 数 と は 卵 内 で 発生 が 認め られ な か っ た 鯉 数 
表 5 再 変 尾 試験 の 結果 (羽化 数 ) 
Case 1 Case 2 Case 3 Case 4 
の + の キ 計 | 〆 〒 の + 
ウス バシ ロ チ ョ ウ 6 窟 上 ド 坊 。 半 に | 5 生 
ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ 1 ーー 1 1 = 
F; 一 3 3 

















注 ) Case1: ウス バシ ロ チ ョ ウメ ヒメ ウス バン シン ロ チョ ウメ X メ ウス バン シン ロ チ テ チョ ウ ア 
Case2: ウス バシ ロ チ ョ ウキ メド Fi カメ ウ スバ シロ チョ ウ の 
Case3: ヒメ ウス バン シロ チョ ウキ XFPFi の アメ ヒメ ウス パシ ロ チ ョ ウ の 
Case4: ヒメ ウス バシン シロチョウ 衝 メ ヒメ ウス バン シン シロチョウ? の メ FF, の 


と Case 4 で は 幼虫 体形 成 の 割合 が 高い . 次 に 表 5 を 見 る と , いずれ の Case で も 個体 数 が 少な い が , こ 
の 原因 は 筆者 ら の 飼育 が 稚 抽 だ っ た た めで ある . 表 に 示し た よう に , Case 1 で は 第 1 プ の 子 で ある F」 
と 第 2 プ の 子 で ある ウス バシ ロ チ ョ ッ が 混じっ て 羽化 し た ( 図 3 は 終 齢 幼 昌 , 図 4 は 成虫 了 〒),. また , 
Case 2 と Case 3 で は 第 2 の の 子 が それ ぞ れ 羽化 し た . これ ら の 結果 は , 第 2 の は 第 1 ? の 交尾 裏 さ る 
は ず せ れ は 交尾 が 可能 で , その 精子 を そ に 渡し 自分 の 子 を 産ま せる こと が で きる こと と を 示し て いる . な 
お , Case 1 で は 全 幼 虫 を まっ た く 同 一 の 条件 で 飼育 し た が , 北原 ・ 川 田 (1987) が 述べ た よう に , 明 ら 





か に F」 の 成長 は ウス バシ ロ チ ョ ウ よ り 速 く , Fi キキ は ウス バシ ロ チ ョ ウキ より 2 日 早く 羽化 し た . 


交尾 凌 の は ず し 方 に つい て は , 少な く と も 人 工 的 に は ず す の は か な り 難 し く , は さ み を 用 いて 切 取 っ た 
が , 〒 腹 部 を 損傷 させ て し まう こと も 多い . 特に , 了 そ 交尾 器 の ピン ク 色 の 肉質 部 (交尾 板 と 産卵 口 の 間 ) 
に べっとり と 交尾 開 が 付い て いる 場合 は , 取り は ず す と ど と が 難し い . この 肉質 部 に 交尾 典 が 残っ て いる 
と , 変 尾 杜 の 他 の 部 分 を は ず し て も $ 再 交尾 は 不可 能 で ある . 野外 に お いて 時 に 再 交 尾 す る 場合 が 観察 さ 





れ て いる が , 交尾 宏 が 軟弱 な 時 に は 可能 で , 


前 述 し た よう に 精子 の 授受 $ も で きる と 考え られ る . 


今後 は , 野外 に お いて どの 程度 再 交 尾 が 行なわ られ て いる の か 調査 する と と も に , さら に 多く の 再 交尾 試 


験 を 行ない , 第 1 の と 第 2 ? の 受精 の 割合 な ど を 明らか に すべ き で あろ う . 


交尾 桂 の 有無 に つい て 


北原 ・ 川 田 (1991) は , 野外 で 交尾 裏 な し の 〒l を 採集 し , 産卵 させ た と ころ , 交尾 岩 あ り の 個体 と まっ 
た く 同 様 に 受精 卵 を 産 付す る こと を 報告 した, 飼育 の 場合 も 同様 で , 30 分 程度 交尾 し て いれ ば 交尾 装 な 
し で も 受精 率 の 高い 卵 を 多数 産 付す る . 今回 , や は り 発 生 末期 に 野外 で 交尾 玲 な し の tl を 採集 し , 産卵 





させ る 機会 が ま 得 られ た の で , その 結果 を 表 6 に 示す . 表 の 最 下 段 に 示し た よう に , 1 例 だ け で ある が , 


ドコ 
トー 


の 個体 は 他 の 交尾 国 あ り の そ と まっ た く 同 様 に , 受精 率 の 高い 卵 を 産 付 し た . この よう な 交尾 械 な し の 
そ は 発生 末期 に よく 見 られ る が , これ は 交尾 し て いな い の で は な く , 変 尾 は し た が 相手 が 発生 末期 の 〆 


で すでに 数 回 の 変 尾 を 行なっ て いた た め , 交尾 裏 を 作る 力 が な か っ た と 考え られ る . 
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図 3. Case 1 (ウス バシ ロ チ ョ ウキ l ベ ヒメ ウス ババ シロチョウ の ヴ メ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の ) の 終 内 幼 
虫 ,、 上 か ら , F,, ウス バシ ロ チ ョ ウ , ウス ベ シ ロ チョ ウッ (1992 Apr. 29, 飼育 )、 





図 4. Case 1( ウ スバ シロ チョ ウキ ll キメ ヒメ ウス ババ シロチョウ の メメ ウスバ シロチョウ の ヴ ) の 羽化 成虫 
そ . 左 F, 右 ウ スパ バ シロチョウ. 


表 6 ヒメ ウゥ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 交尾 宴 の 有無 と 受精 卵 数 の 関係 








交尾 則 の 有無 〒 の 個体 数 総 産卵 数 受精 卵 数 * 採集 日 産 地 
有 5 78 77 1991 June 23 札幌 入 剣 山 
有 1 22 20 1991 June 9 ク 
無 1 25 24 1991 June 23 2 








* 受精 卵 数 と は 昨 化 数 と 卵 内 で 1 齢 幼虫 が 形成 され て いた 卵 数 の 合計 


逆 の 交配 


これ まで , 北原 ・ 川 田 (1991) は ウス バシ ロ チ ョ ウキ l キ メ ヒ メ ウス バシ ロ チ ョ ウブ の 組合 せ し か 変 尾 が 成 
功 し な いと 報告 し て きた . と ころ が , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウキ l で も 小さ い 個 体 を 用 いる と , 時 に ウス ズバ 
シロ チョ ウマ の と 交尾 が 可能 で ある こと が 判明 し た ( 表 7). つま り , これ まで の 組合 せ と 逆 の 組合 せ で も 
交尾 は 可能 で ある . ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の の uncus の 長 さ は , ウス バシ ロ チ ョ ウ の に 比べ か な り 長 
く , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウキ 〒 の 交尾 器 も それ に 対応 し て , 長い uncus を 受入 れる 形 と な っ て いる は ず で 
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表 7 逆 の 交配 (ヒメ ウス バン シン シロチョウ 衝 メ ウ スバ シロ チョ 











ウゥ の の) の 結果 
産卵 数 身 化 数 受精 卵 数 * 非 受精 卵 数 
14 0 3 11 





* 受精 卵 数 と は , 卵 内 で 幼虫 体 が 形成 され て いた 卵 数 と し た 
が 財 化 は 確認 し て いな い . 





図 5 ヒメ ウゥ ウスバ シロ チョ ウキ キバ ベ ウス バシ ロ チ ョ ウ ヴ の 人 工 交雑 . 左 が ヒメ ウス ババ ベ シロチョウ キャ, 
右 が ウス バシ ロ チ ョ ウ の で , 交尾 美 を 形成 中 (1992 June 11). 





ある . その た め , 短い uncus の ウス ババ シロチョウ の は , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウキ と 交尾 し に くい と 考え 
られ る . し か し , 今回 の よら に か ら だ の 小さ い ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウキ で ある な ら ば , は ずれ や すい が 
交尾 が な ん と か 可能 で あっ た . 逆 の 交配 に つい て は , 表 に 示し た 1991 年 の 1 組 の は か, 1992 年 に は 4 
組成 功 し て いる ( 図 5). 産地 は , ヒメ ウス バシ チョッ ウ そ が 札幌 市 藻 岩 山 あ る い は 札幌 市 人 剣山 ( い ず 
れ も ヒ メ ウ スバ シロ チョ ッ ウ 単 棲 地 ) 産 の 飼育 個体 , タマ スバ ショ チョ ウ が 江別 市 野幌 (ウス バシ ロ チ ョ ウ 
単 棲 地 ) 産 の 飼育 個体 で ある . 交尾 は 非常 に は ずれ や すく 相性 も あっ た . 成功 し た 例 は , いずれ も 330 分 
以上 の 交尾 時 間 で , 交尾 旨 を 形成 し た も の で ある . 交尾 時 間 の 長い も の は , 夜 を は さん で 11 時 間 交 尾 
し た . 1991 年 の 結果 で は , 受精 し 卵 内 に 幼虫 体 も 形成 され て いる の を 確認 し た が , 卵 の 保管 が 悪かっ た 
た めか 遇 化 に まで 至っ て いな い . 








お わり に 


以上 の 試験 と 調査 に より 以下 の こと が 判明 し た . ① エゾ キ ケ マ ン は ウス ババ シロチョウ , ヒメ ウス バン 
ロ チ ョ ウ , F, の 良好 な 食 草 と は な ら な い . F」 は ムラ サキ ケ マ ン で 全 幼 虫 期 の 成育 が で きる . ② 混 棲 
地 で は , ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , F, の 個体 数 比率 が 6 年 間 で 変化 し て いな か っ た . 
③ は 変 尾 環 が は ず せ て 再 交尾 で きた な らい ば , 精子 の 受渡 し が 可能 で ある . ④ 発生 末期 の そ で 交尾 技 
が た な い 場 合 で も , 交尾 は 行なわ れ 卵 も 正常 に 受精 し て いる . ⑤ これ まで と 逆 の 組合 せ で ある ヒメ ウス 
バシ ロ チ ョ ウキ l ベ ウス バシ ロ チ ョ ウ 〆 の は , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウキ が 小さ い 個体 な ら ば 交雑 可能 で あ 
る . 
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今後 も ウス バシ ロナ チョ ウ と ヒメ ウス ババ シロチョウ の 関係 を 明らか に する た め た に, 再 交尾 試験 と 逆 の 交配 
試験 を 継続 し て 行なっ て いく 一 方 , 混 棲 地 で の 個体 数 比率 の 調査 を 長期 的 に 行なっ て いく つも り で あ 
る . 


末尾 な から, 森林 総合 研究 所 北海 道 支 所 昆虫 研究 室 の 前 藤 薫 氏 お よび 日 本 鱗 次 学 会 の 高倉 忠 博 氏 に 
は , 本 報告 作成 に あたり 貴重 な 助言 を いた だ いた . 厚く 感謝 申し 上 げ る . 
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Summary 


The following results on interspecific relationship between Parnassius glacialis and P. hoenei were 
made clear. 


1. Corydalis speciosa 1S not a food plant for P. glacialis, P. hoenei, and F; hybrid. F, hybrid can 
be bred to the adult stage by Corydalis incisa and C. ambigua. 


2. The field surveys on number of specimens were repeated at the mixed habitats where they had 
been surveyed six years before. As a result, the ratio of P. glacialis, P. hoenei, and F, hybrid to 
the total population did not change to the previous survey. 


3. The second copulation after removing sphragis of the first copulation by hand-pairing were 
succeeded with several combinations. The next generation laid by the combination of ア glacialis 
キメ ア hoenei の メア glacialis の included F; hybrids caused by the first male and ど glacialis caused 
by the second male. 


4. P. hoenei キメ 万 glacialis の that is the opposite combination of the previous paper were 
Succeeded with only small-sized specimens of P. hoenei 告 and normal-sized specimens of ア 
glacialis の !. 
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